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要旨 

国立保健医療科学院が運営する健康危機管理支援ライブラリー(H-CRISIS)は，健康危機管理情報のリポジトリおよび提
供を目的とするウェブサイトである．筆者らは，記事へのアクセス性向上につながる検索機能の実装を目的とし，保健医
療分野のウェブサイトにある検索機能を調査した．その中で H-CRISIS 未搭載機能として「絞り込み検索」が確認された
ため，当該機能を実装した．また，タブレット端末など利用時の操作性を考慮し，タグ（キーワードなどが記されたボタ
ン）を活用した機能（「検索語推薦機能」）も実装した．タグとするキーワードは，H-CRISIS 中のあるカテゴリに属する
記事全体を形態素解析し、一定回数以上出現する形態素を採用した．機能の追加により，目的記事の検索が容易になり，
同時に記事件数の把握が可能になった． 
 
Abstract 
     Health Crisis and Risk Information Supporting Internet System (H-CRISIS), provided by the National Institute of 
Public Health, is a website that aims to store and provide information on health risk management. In order to implement a 
search function that would lead to better accessibility of these articles, we analyzed the search functions of related sites 
provided by databases and websites in the health and medical fields. Among the functions provided by each site, "filtering 
by metadata" was identified as a function not yet provided in H-CRISIS, and therefore "filtering by metadata" was added 
to H-CRISIS. In addition, a search function using tags (buttons with keywords, etc.) ("keyword suggestion search") was 
implemented in order to facilitate the use of smartphones and tablet-type terminals. The keywords used for the tags were 
determined using morphological analysis. Based on the above studies, we implemented a narrowed search and a tag 
search on the site. 

 
 

1. はじめに 
国立保健医療科学院が提供する健康危機管理支援ライブラリーシステム(以下 H-CRISIS）ウェブサイ

ト[1]では COVID-19 の流行以降，公開記事件数が格段に増加し 2024 年現在サイト上では 3 万件を超え

る公開記事がある．H-CRISIS が情報を大量に保持し記事が日々追加される中で，ウェブサイトのユー

ザビリティ，すなわち使いやすさを保つ必要がある．H-CRISIS ではユーザビリティ向上のため，記事

を探し出すための新たな機能を，ウェブサイトの一部領域にて試験的に実装し，検索機能を強化した．

本稿では，H-CRISIS の特徴を踏まえた新たな記事検索機能を試験的に導入する背景と目的，導入する

機能の検討，実装結果について述べる． 
 
2. 背景と目的 

2.1. 健康危機管理と DHEAT について 
健康危機管理とは，「医薬品，食中毒，感染症，飲料水その他何らかの原因により生じる国民の生命

及び健康の安全を脅かす事態に対して行われる健康被害の発生予防，拡大防止，治療等に関する業務で

あって，厚生労働省の所管に属するもの」[2]などを指し，防災についても同指針において「災害に起因

する健康危機については，厚生労働省防災業務計画に沿った総合的かつ計画的な対策の推進に努める」

[2]として，範疇の一つとして取り扱われる．具体的な取り組みとしては，感染症などの拡大防止に関係

する活動や大規模災害時における地域住人の健康維持に関係する活動，これらの活動を円滑に実施する
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ための平時における体制構築に関する活動などが挙げられる．特に大規模災害時には，被災都道府県及

び保健所において指揮調整機能などの業務を補助するために，災害時健康危機管理支援チーム(以下

DHEAT）が自治体単位で組織し派遣されており，2024 年１月に発生した能登半島地震では日本全国か

ら DHEAT が派遣され様々な活動に従事した． 
 

2.2. H-CRISIS の概要と本稿の目的 
H-CRISIS は，健康危機管理に関する情報を提供するウェブサイトであり，厚生労働省や地方公共団

体などが発信した健康危機管理関係情報，健康危機事例のデータベース，バイオテロ関連疾患の臨床診

断や検査方法の情報，CBRNE テロ(化学,生物学,放射線,核兵器,爆発などを用いたテロ)発生時における医

療従事者・現場対応者向けの情報を主に提供している．同サイトは 2002 年より国立保健医療科学院に

て運営されており，健康危機管理に関するデジタルアーカイブとしての機能を有している．想定する利

用者の一例が先ほど挙げたDHEATであり，「災害時健康危機管理支援チーム活動要領の改正（DHEAT に
係る協議会の設置及び保健所現状報告システム等の運用）について」(健健発 0328 第２号)においても，

国立保健医療科学院の役割として「DHEAT の活動に係る必要な情報の提供」をするため H-CRISIS の運

用と管理を行う，とされている．加えて，CBRNE テロが発生した際の対応が求められる職員や，地域

保健医療に携わる保健所や行政機関の職員といった，業務として健康危機管理に取り組む方も，利用者

として想定している．一例として，ある地域で共通する症状を訴える人々が多数発生した際に，発生原

因の仮説を立てる記述疫学の過程において，同業務にあたる保健所など機関の担当者が H-CRISIS を活

用して過去の健康危機対応事例などを参照することを想定している．これらの専門職だけでなく，健康

危機管理に関する取り組みを知りたい研究者や純粋に興味のある方など，健康危機管理に関係する様々

な利用者が存在するものとしてサイトは運営されている．また，H-CRISIS は健康危機管理に関係する

情報を系統的に収集し記録する点で，リポジトリとしての機能を有する． 
目的とする情報へ到達するための機能として，H-CRISIS にはカテゴリに登録されている記事一覧を

表示する機能(カテゴリ記事一覧検索)や，アルファベット社が提供するサービスである google カスタム

検索エンジンを活用したサイト内検索機能がある．しかしこれら既存の検索機能では，例えば「医療安

全」に関するカテゴリの記事は 2024 年現在 2,500 件を超えているが，ある単語に関して検索する際に「医

療安全」カテゴリ内記事に絞って探す，というような探し方はできない．ユーザビリティは，日本産業

規格(JIS)で「特定のユーザが特定の利用状況において，システム，製品又はサービスを利用する際に，

効果，効率及び満足を伴って特定の目標を達成する度合い」と解釈・定義[3]されている．この定義を踏

まえると上記検索機能のみ提供する H-CRISIS は，カテゴリに含まれる数千件の記事，もしくはある単

語に関する数百件の記事から，目的とする情報を探す行為は，効率や効果を伴って目標を達成しやすい

とは必ずしも言えず，ウェブサイトのユーザビリティが高いとは言えない．ユーザビリティが低いと，

想定利用者が目的とする健康危機管理情報に到達することが困難，もしくは途中で諦めることにつなが

るため，検索機能の改善によりユーザビリティを高める必要がある．また，菊池ら[4]が提唱した検索に

対する要求段階の中で，現在の検索機能は初期段階にあたる「曖昧性を持った汎用目的の機能」に応答

するものでしかない．今後，記述疫学などの一環として機能要求があった際に，同要求段階における「デ

ータ記述で利用される語彙や概念構造を反映したメタデータによる精緻な問い合わせ処理」という第二

段階，さらには第三段階の要求も考えられる． 
本稿では，H-CRISIS のユーザビリティを高めるために，既存の検索機能とは異なる記事を探し出す

方法を検討し，実際にウェブサイトでの機能提供を行った過程を示す． 
 
3. 機能の検討 
ここでは，具体的に実装すべき機能ついて言及する．なお，今回は構造化が行われている健康被害危

機管理事例データベース(以下，事例 DB)に絞って，試験的に検索機能を実装する．後述の想定する検索

機能実装にはデータの構造化が必要であるが， H-CRISIS のデータは部分的にしか構造化されていない

ため，本稿ではデータの構造化が行われている事例 DB のみを対象としたためである．  
 

3.1. 事例 DB の課題と実装する機能の検討 
事例 DB は，全国の地方衛生研究所から提供された健康危機対応事例に関する情報の提供を主な目的

とする．2024 年現在 1,535 件の記事が報告書形式で公開されているが，既存の検索機能ではサイト内個

別領域を検索する精度が高いとは言えない．例えば，事例 DB 上で腸管出血性大腸菌(O-157)による死亡

事例を既存検索機能から絞りこもうとする場合，検索式「site:http://~」によって検索領域を絞ったとし
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ても，死亡事例を分類するための適切な検索式が無いため，検索結果からリンクを辿って記事を個々に

閲覧の上判断する必要がある．また，「ウイルス」のような言及頻度が高い事象を検索すると，該当記

事が非常に多い上に，個別記事の閲覧による判断が必要となる．これらはサイト内検索機能の仕様に由

来するものであるため，既存の検索機能に依存しない，独自のスキーマに基づいて情報を絞り込む機能

が求められる．独自のスキーマを活用することは，「メタデータによる精緻な問い合わせ処理」への対

応にもつながる．つまり，何らかのカテゴリ内分野についての各種検索条件を組み合わせた検索要求に

対し，データベースを活用して精緻な結果を返すことが可能となる． 
また，既存の検索機能はパソコンでのウェブサイト利用を想定したものであるが，スマートフォンや

タブレット型端末などタッチパネル式機器を想定した検索機能も検討するべきである．具体的にはタグ

検索のように，あらかじめ検索候補となる単語と，単語に索引されたページ情報を用意することで，タ

ッチやクリックによる操作(以下，タッチ式操作)のみで検索できる機能を意味する．タッチ式操作で完

結する検索機能があれば，DHEAT など業務として健康危機管理に取り組む利用者が，業務開始前後の

移動中などにタッチパネル式端末から H-CRISIS を閲覧するような利用にも対応可能となる． 
以上より，独自のデータベースを用いて情報を絞り込むことが可能であり，少ない操作回数で検索可能

な機能の導入が，H-CRISIS のユーザビリティを高めることになると考えられる． 
 
3.2. 関連事例とユーザビリティを高める検索機能の検討 
本節では，関連事例として用語定義や各種ウェブサイトで提供されている検索機能を参照し，既存の

検索機能の特徴やユーザビリティを高める検索機能を検討する． 
図書館情報学用語辞典第 5 版によると「検索」とは，「いずれ利用されることを想定して蓄積された情

報の中から，指定あるいは想定された属性に合致する情報を取り出す行為や操作」[5]である．また記事

などの文章に対し，「特定部分に容易にアクセスできるよう，アクセスの手がかりとなる語（見出し語）

を一定の規則（五十音順やアルファベット順など）で排列し，各見出しのもとに該当する情報の所在指

示を記載したリスト」を，「索引」という[5]．索引が存在するため，指定あるいは想定された属性に合

致する情報を素早く取り出すことが可能となる．既存の検索機能において，カテゴリ別の記事のみを表

示する機能の場合，当該カテゴリに登録された記事 ID，記事スラッグ(URL の一部)，記事タイトル，記

事作成日，記事本文，当該カテゴリ登録記事数，そして記事が登録している当該カテゴリのカテゴリ ID
とその名称を，それぞれ索引として利用している．一方でサイト内検索機能は，活用元の google カスタ

ム検索エンジンが、何を索引化し、どのようにテキスト検索しているのか、各々情報公開範囲が限定的

なため厳密な索引対象や検索方法を示すことができない．ただし，検索結果から推察すると，検索文字

列に関連する記事 URL，記事タイトル，記事作成日，記事本文については，索引化していると考えられ

る． 
保健医療分野で検索を主目的とするウェブサイトは，PubMed や医中誌 Web など論文検索が可能なサ

イトや，厚生労働省法令等データベースサービスなど法令を検索するサイトがある．表 1 では，これら

代表的な検索サイトおよび事例ウェブサイトで提供されている検索機能についてまとめたものである．

なお全文検索とは，例えば「健康危機管理に関係する」という文章を検索した際に，同文を含むページ

情報一覧を表示するといった機能である．また，類似検索はある単語に類似する単語や文章を含む検索

結果を表示する機能，絞り込み検索はカテゴリ検索や日付など関連情報と AND 検索や OR 検索などの

検索条件を組み合わせて検索出来る機能を，それぞれ意味する．類似検索や本文検索は，google による

サイト内検索機能によって既に H-CRISIS 上に実装しているが，絞り込み検索は実装していない．表 1
やユーザビリティの観点から，絞り込み検索機能は保健医療に関係するウェブサイトとして実装するこ

とが適切と考えられる． 
健康危機管理以外の各分野におけるウェブサイトで提供されている検索機能としては，タグを活用し

た検索がある．これは，単語や期間，分野などを事前に用意し，画面に表示された任意の文字列(タグ)
を選択すると，文字列に対して索引されたページ情報一覧を表示する，という検索機能である．World 

表 1 健康危機管理情報を扱うウェブサイト上の検索機能(*は登録不要だが機能有) 
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Wide Web 上のコンテンツサービス全般において，カテゴリとタグの違いや関係性が定まっているとは

言い難いが，本稿では H-CRISIS が採用する CMS である WordPress が意図するカテゴリとタグの違いを

採用する．つまり，カテゴリが階層的性質を有しておりサブカテゴリを作成することでより具体的なセ

クションとして整理可能であり，一方でタグが非階層的であり横断的に事象を分類可能である，という

趣旨[6]である．なお，事例 DB のカテゴリ分類は情報提供元である地方衛生研究所が設定した分類を元

に設定したものであり、表 1 の医中誌 Web と PubMed におけるカテゴリと対応していない．本稿では

WordPress のタグ機能の定義のうち，文字入力を省略して選択的に入力することでユーザビリティに寄

与する UI の側面に焦点を当て，そのような UI を「タグ検索」と呼ぶことにする．タグを用いた検索は，

地理空間情報や各種統計などオープンデータを提供するサイト[7],[8]で導入されており，LIFULL 
HOME'S[9]など電子商取引サイトや Instagram などソーシャルネットワークサービス(SNS)などでも導入

されている．人々がタグを用いる動機の一つは，情報を端的に要約するためとされている[10]．また，

タグの類似概念でハッシュタグというものがある．カテゴリと同様に明確に違いが定まっているとは言

い難いが，Instagram などの SNS 上では利用者が自身の選好でキーワード文字列を設定し，同じキーワ

ード文字列が設定されている投稿を分類する機能である．ハッシュタグに関連する情報を閲覧すること

で，状況に応じた専門的な学習を可能とし認知的成長をサポートするという研究[11]が存在する．これ

らは SNS 上でのハッシュタグに関する働きであり，タグについても同様の効果が得られる確証は無い．

しかし，情報の知覚・解釈の側面では，発信者はタグおよびカテゴリなどを含むタグの類似概念を用い

て情報を端的に要約し人々に当該情報を伝えるために，受信者も内容を端的に知るために，それぞれ役

立てていることが期待できる．実際に多量のデータを扱うサイトで導入されていることや，認知的な側

面での有用性を踏まえると，タグ検索の導入により H-CRISIS のユーザビリティが高まると考える． 
さらに，絞り込み検索とタグ検索を併用して使う利用場面を想定し，両検索を組み合わせたような検索

機能を実装する．つまり，分野や期間を指定する機能と，画面に表示された任意の文字列の選択により

検索語が指定できる機能を，ユーザーインターフェース(以下，UI)を工夫して実現する．ただし，後者

の機能は厳密にはタグ検索ではないので「検索語推薦機能」と呼び，詳細は後述するが絞り込み検索に

追加して提供する． 
以上を踏まえ，H-CRISIS の新規検索機能として，絞り込み検索，タグ検索を導入することとした． 

 
4. 検索機能の実装 

4.1. 絞り込み検索の導入 
これまでの議論から健康危機管理情報を検索する場合に絞り込み検索として適切な機能は，(1)カテゴ

リを単独あるいは複数指定できること，(2)情報が発信された日や事例発生日など期間を指定できること，

(3)AND 検索と OR 検索の指定ができること，以上 3 点が想定される．一方で，概要や背景などの文章

形式の情報は，後述のタグ検索の活用によって絞り込み検索に適合させる．つまり，絞り込み検索とし

て適切な機能として，(4)被害者数を範囲指定できること，(5)事例における死者の有無を指定できること，

(6) 画面に表示された任意の文字列の選択により検索語が指定できること，以上が考えられる．また事

例 DB では，事例名（件名）,事例 ID,インシデント原因別の分野カテゴリ名,管轄地方衛生研究所名,報告

者の所属・氏名,事例終息状況,事例発生日,事例終息日,発生地域,発生規模,患者被害報告数,死亡者数，原

因物質，記事全文に加え,後述するタグ検索実装を通じて得られたタグ化した単語を,DB の項目として取

り扱う．一方で，類似検索に用いる単語の類似性をベクトル形式で表した情報や，ハッシュタグに対応

する項目は無い．その点で，表 1 の PubMed や医中誌 Web のような類似検索機能を提供できる体制を現

在の事例 DB は有していない．一方で，今回は実装していないが，全文検索を実装可能とする素地があ

ると言える． 
 また，絞り込み検索の UI も検討する必要がある．絞り込み検索自体は，検索したい単語と検索時に

方法を指示するための検索式を，組み合わせることで検索可能である．しかし，検索式の複雑さやタッ

チパネル式機器での利用を踏まえると適切ではない．そこで，絞り込み検索の条件が指定しやすいよう

な UI が重要となる．具体的なウェブサイトは割愛するが絞り込み検索 UI としては，物件検索サイトな

どで提供されている UI などがある．この種の UI には具体的な名称が存在しないので，便宜的に絞り込

み UI と呼ぶ．物件検索サイトの絞り込み UI では，月家賃などの数値を範囲で指定や，二階以上に存在

する物件など特性を条件に設定するかをボタン式で指定が，それぞれ可能である．これは，(1)から(6)
の機能をタッチ式操作で実現する際に，絞り込み UI により実現可能なことを示唆している．そこで，

絞り込み UI によって，(1)から(6)の機能を実現するものとする． 
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4.2. タグ検索およびタグランダム表示機能の導入 
タグ検索の導入にあたり，どのような単語をタグにするべきかを検討した結果，事例 DB の各記事に

登場する文章を形態素解析し，その結果得られた単語を活用するものとした．図書館情報学用語辞典に

よると形態素解析とは，「文を，意味を持つ最小単位である形態素に分割し，品詞や活用，見出し語な

どを判別・付与する処理」を意味する．この解析により，事例 DB の各記事に登場する単語を集計する

ことが可能となる．今回はオープンソースの日本語形態素解析および単語分割エンジンである

MeCab[12]による形態要素解析を行い，単語を抽出した．この際辞書データとして，「Neologism dictionary 
for MeCab v0.0.7」を用いた．抽出データに対し，例えば指示語である「これ」や，「0」など，文書の要

約や，端的な表現としての機能を果たせない形態素を削除し，表記ゆれを一部統合するクリーニング処

理を実施した．さらに形態素の登場回数を数えるが，この時形態素の登場回数計数方法として，対象と

する文献群全体の形態素登場回数を合計する term frequency と，文献別の登場回数である document 
frequencyがある．今回，document frequencyにより形態素を数えた際，専門的用語の形態素が登場する文献数
が非常に少ないケースが多かった．後述する形態素登場回数をタグ併記した際に，このような形態素タグの注

目度や他タグと比較したタップ頻度が下がるのではないかと懸念し，term frequency を採用した．その結果，登

場回数 10 回以上の形態素がおよそ 2,700 あった．クリーニングを踏まえて，形態素の登場回数，および

全形態素に占める形態素の累積割合をグラフ化したものが図 1 である．このグラフでは，形態素の登場

回数を縦棒グラフで表し，形態素全登場回数を分母とする累積の形態素登場回数割合を登場回数の多い

順に線グラフで表している．また下部の各形態素は，各数値および割合に該当する形態素からランダム

に選出したものである．具体例として，「児童」という形態素は 195 回登場したが，この登場回数は全

形態素中上位 5％に入り，多い順の累計割合でおよそ 40％となる．事例 DB の形態素解析結果から，メ

タデータの一種としてタグ化する単語を検討する．今回，基本的に登場回数が一桁の単語は採用しない

ものとする．一方で，グラフ中の「違法ドラッグ」などは登場回数が 4 回と比較的少ないが，登場頻度

10 回未満の原因物質や症例などでも，健康危機管理情報を網羅する観点から重要な形態素がある．そこ

で，a.登場回数が 10 回以上である形態素，b.10 回未満ながら重要性が高いと判断した形態素，以上 2 つ

の基準によってタグ化する形態素を決定する．なお b については，健康危機管理の研究者（実務経験 5
年）である筆頭著者が，登場回数 10 回未満の形態素一覧を見て，経験的に特に重要と判断した形態素

を採用した．a に該当した形態素数は 2191，b に該当した形態素数は 9 であった．また，登場頻度を利

用者に対し明確化するために，事例 DB における形態素登場回数をタグに併記する．以上のタグ検索機

能を，情報受信者がタグを介して情報を得ることで学習のサポートになるという認知的な側面を踏まえ

て，閲覧者に向けて新しい情報の認知のためにランダムにタグを表示させる形式で実装した． 
同時にこれらタグの文字列と登場回数を活用した検索語推薦機能を絞り込み検索に加えることで，前

節で適切とした絞り込み機能の「(6) 画面に表示された任意の文字列の選択により検索語が指定できる

こと」が可能となる．この時，ある単語の検索語推薦機能単体で得られる検索結果は，同一単語のタグ

検索による検索結果と同じである． 

 図 1 事例 DB 全記事の形態素解析結果(下部の形態素はランダムに選出) 
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なお，既存の検索機能 2 点(カテゴリ記事一覧検索， サイト内検索機能)と，検索語推薦機能を含む絞

り込み検索，タグ検索についての仕様を，表 2 にまとめた． 

 
4.3. 実装した検索機能 

H-CIRISIS に検索機能を実装し，図 2 の絞り込み UI 形式の UI を設けた．図 2 の説明を通じて，実装

した機能について説明する． 
H-CRISIS のウェブサイトにアクセスし，「健康被害危機管理事例データベース」のタブから，事例 DB

にアクセスする．事例 DB ページ内の「詳細検索」ボタンを押すと，図 2 の UI がポップアップする．

この UI では，検索したいキーワード，分野，期間，確認患者数，死亡者の有無について，入力および

選択できる．また，選択したいキーワードは，「頻出語タグ」の各ボタンを押すと，検索窓に当該単語

が自動入力される．これらのボタンは，前章の方法にてタグ化した形態素と，その登場回数を表示する．

図 2 は UI のイメージであり，①「下痢」というキーワードを記事に含む，②「ウイルス性食中毒」カ

テゴリに該当する，③2000 年以降，④確認患者数が 10 人以上，⑤死亡者の有無は問わない事例，以上

①から⑤の条件全てを満たす記事を検索するよう指定している．この条件で検索すると， 2024 年現在，

15 件の記事見出し一覧結果が返される．各リンクを辿ると，各事例についての報告書が閲覧可能である．

詳細検索機能は，事例 DB 内いずれのページからも利用可能である． 
また，事例 DB ページの右下に，頻出語例をランダムに表示するタグ検索の領域を設けた．このスペ

ースに表示されるタグを押すと，タグと関係する記事見出し一覧が表示される．ランダムに情報を与え

ることについては，人間の創造力を刺激する可能性，先入観的な思考パターンを中断させること，新し

い連想を引き起こすことなど，認知的な側面での有用性が指摘されている[13]．専門職や研究者などが，

健康危機に関するタグとしてメタデータを視認することで，新規情報を認知させ検討に良い影響を与え

ることを目指した． 
 
4.4. 実装した検索機能の評価 
本稿で提案した検索機能の性能を評価する．既存の検索機能の場合，「事例データベース」という一

単語で検索すると，2024 年時点で約 3，190 件の候補が表示された．この時「約」を用いた概数値であ

るのは，既存検索機能である google サイト内検索が 11 ページ以上の検索結果を表示できず，概数値と

してシステムがカウントした数値を記載しているためである．この検索条件で，確認可能な検索結果が

100 件，その中で事例 DB に関連する記事が 7 件，関連しない記事が 93 件，事例 DB の記事数が 1,535
件，事例 DB の記事で同検索条件の検索結果として得られなかった記事が 1528 件であった．従ってこの

時の適合率は 7/(7+93)=0.07，再現率は 7/(7+1,528)≃0.005 であった．一方，絞り込み検索で条件を指定せ

ず検索した場合，1,535 件の検索結果が得られる．これらの記事は全て事例 DB に関係する記事であり，

同時に事例 DB を意図して検索した際に想定する記事全てを含むため，適合率および再現率ともに 1 で

あった． 
絞り込み検索について，期間 2 件(2010 年以降および 2023 年以降)と分野名 3 件(細菌性食中毒，化学

表 2 各検索機能の仕様 

 

データソース数

(2024年3月末時点)
索引化対象要素 テキスト検索の方式

カテゴリ記事

一覧検索
31,210

各カテゴリに登録された記事ID，記事スラッグ，

記事タイトル，記事作成日，記事本文，当該カテ

ゴリ登録記事数，記事が登録している当該カテゴ

リのカテゴリID,カテゴリ名称

ー

サイト内検索機能 31,210
記事URL、記事タイトル，記事作成日，記事本文

（以上は検索結果からの推測．詳細は不明）

googleカスタム検索

に準拠

絞り込み検索 1,535

「カテゴリ記事一覧検索」の索引化対象要素,分野

名,患者数,死亡者の有無,タグ化したキーワード,

キーワードが登場する記事ID,キーワード登場回数

OSSのRDBMSに実装

されているSQL構文で

各テーブルを検索

タグ検索 1,535
タグ化したキーワード,キーワードが登場する記事

ID,キーワード登場回数

OSSのRDBMSに実装

されているSQL構文で

各テーブルを検索
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物質による食品汚染，リケッチア感染症)の各検索結果数群(平均 146 件)と，既存検索において絞り込み

検索と同じ効果を期待できる検索式(期間の場合「after:2010」など，分野名の場合分野名を直接入力)か
ら得られた各検索結果数群(平均 2，598 件)を，Wilcoxon の符号付き順位和検定によって比較した．結果

は p<0.05 であり統計的に有意，つまり絞り込み検索が既存検索と比較してより少ない検索結果数をほぼ

確実に得られることが確認できた．タグ検索および検索語推薦機能についても同じ検定方法で，タグ化

した形態素の中で登場頻度が最も多い上位 10 単語に関し，既存検索と，タグ検索および検索語推薦機

能各々の検索結果数サンプル 2 群（既存検索の検索結果数平均 5,811 件， タグ検索などの検索結果数平

均 134 件）を比較した．結果は p<0.05 であり統計的に有意，つまりタグ検索および検索語推薦機能につ

いても既存検索と比較してより少ない検索結果数をほぼ確実に得られることが確認できた．以上より新

規検索機能が，利用者が意図する正確な記事群を示すことを可能とし，「メタデータによる精緻な問い

合わせ処理」へ対応したと考える． 
 
5. まとめ 
本稿では，H-CRISIS の特徴と既存検索機能の問題点に言及し，ユーザビリティを高めることを目的

として，事例 DB を対象に新たな検索機能を試験的に実装するものとした．ユーザビリティを高めると

いう観点から，健康危機管理情報を提供する代表的なウェブサイトの検索機能提供状況から絞り込み検

索を，健康危機管理以外のウェブサイトでタッチ式操作のみで検索可能であり認知的側面でも有用であ

るタグ検索を，それぞれ新規検索機能として実装を決めた．絞り込み検索に適切な機能を 6 件定義し，

それらを満たす UI として絞り込み UI を採用した．タグ検索のために事例 DB を形態素解析し，解析結

果を踏まえて，登場頻度などの観点からタグ化する形態素を決定した．検索画面を踏まえて，実装した

新規検索機能の使い方と，ランダムに頻出語を表示する機能に言及した．実装した機能を活用した検索

結果を例示し，「メタデータによる精緻な問い合わせ処理」へ対応したことを示した． 
今後の展望として，サイト全体への新規検索機能拡充を計画している．一方で課題として，実際にユ

ーザビリティが高まったかどうかを，アンケートなどを通じて調査していない点がある．また，今回タ

グとして採用した形態素について，出現頻度の桁数スケールにより採用単語を選択したが，タグの選出

図 2 実装した検索機能用ユーザーインターフェース(UI) 
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形態素や採用量基準について十分な事前検討を行っているとは言えない．加えて，形態素登場回数の計

数方法を term frequency としたが，タグ上のキーワード横に表示される数値と，該当記事数の数値の差

があるため，ウェブサイト上で説明しているものの直感的には違和感があるかもしれない．その点を踏

まえ，表示数値に採用する指標を，ユーザの意見を踏まえつつ検討したい．H-CRISIS サイト全体の検

索は検索に対する要求段階の第三段階である「メタデータ発生源や研究データの管理主体の複数組織化， 
それらの連携を考慮した問い合わせ処理」に該当する．しかし，タグ検索機能のサイト全体への導入に

は困難性が伴う．理由の一つが記事固有 ID の重複である．現状 H-CRISIS の各領域自体は同じ CMS で

扱っている一方で領域別に情報ソースが異なり，領域別に記事固有 ID が設定されている．タグ検索機

能は記事固有 ID を要するが，領域間で固有 ID が重複している例がある．以上についてサイト全体の検

索用機能の仕様を検討中である．更なるユーザビリティの改善や課題抽出のために，今後改めて既存の

研究を参照して H-CRISIS に適切な条件を検証し，利用者を交えた十分な議論による意見集約が考えら

れる． 
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